
(様式３) 職員番号

管内（ ）

自
年 月

至

自

至

自 （ 年 月 ） － （ 年 月 ） ＝ （ ± 年 月 ）

至

自

至

自
年 月

至 （ 年 月 ） ± （ 年 月 ） ＝ （ 年 月 ）

自 必要経験年数 （ 年 月 ） ※上級係員で採用する場合に記入。

至

自 （ 年 月 ） － （ 年 月 ） － （ 年 月 ）

至

自 ＝ （ 年 月 ）

至 （ 年 月 ） ＝ （ 年 月 ） ・・・a

自 （ 年 月 ） ＝ （ 年 月 ） ・・・b

至 （ 年 月 ） ＝ （ 年 月 ） ・・・c

自

至 （ 年 月 ） + （ 年 月 ） ＝ （ 年 月 ）

自 修学年数調整（規則第12条） ＋ ＝ （ 号給 ）

至 経験年数調整（規則第13条） ＋ ＝ （ 号給 ）

自 初任給基準表による級号給 （ 級 号給 ）

至 決定する級号給 （ 級 号給 ）

自

至  職給料表（　　　　）

　上記のとおり相違ありません。

年　　　月　　　日 氏名（自署） 級 号給

 (　　　枚中　　　枚目)
１　太枠内のみ記入すること。

２　採用月日の前日までの職歴を記入すること。

年　　　月 年　　　月

採用CD 採用年月日 基準学歴 最終学歴 職・格付 発令年月日

年　  月　  日

区分 卒業年月

・
年　  月　  日年　  　月

  ・  

博士 ・ 修士 ・ 専門職学位 ・ 6年制大学 ・ 大学専攻科 ・ 4年制大学 ・ 3年制短大

2年制短大 ・ 1年制短大 ・ 高校専攻科 ・ 3年制高校 ・ 2年制高校 ・ 中学

有

無

採用前調整年月数

決定
級号給

（　 　　×4）

（　 　　×4）

調整
号給数

.

有

職務の級

.

有

記入上の
注意

有

.

有

無

無 .

令和

受験種別・教科 　実習助手　・ 受験番号

無 .

職 務 の 級 及 び 号 給 決 定 計 算 書

.

卒・修・退
・

卒・修・退
・

所属名
ﾌﾘｶﾞﾅ

氏名

社会保険
加入の
有無

勤務箇所及び職務内容等 在職期間

卒・修・退
・

令和 年　  　月　　  日 採用
区分（人事担当課が○で囲む）

正規・任期付(　　　)・臨時的

性別

.

有

.

有

無 .

有

最終学歴

無

無

無

無

昭和

平成
生年月日  年 　 　月　  　日

経験年数
の換算

換算率

×2/3

換算年数 換算率10割の年数※

給料表

基準学歴修学年数

ｺｰﾄﾞ

大学　・　短大　・　高校　・　中学基準学歴

修学年数調整修学年数
調整

行政職　・　教育職　・　研究職　・　医療職（二）　・　医療職（三）　・　技労職

小中教育職　・　高校教育職　・　事務職　・　医療職

　卒　業　学　校　名
（　中　学　校　か　ら　）

在学期間 修学年数
卒業修了
中退の別

最終学歴修学年数

職名

有 年　　月　　日

年　　月　　日

卒・修・退

年数 換算率

１０割 ８割 ５割 ２．５割 計

実年数

換算年数

年 　   月

年 　   月

年  　  月

年 　   月

年  　  月

年 　   月

年 　   月

年 　   月

　　 　年　 　　 月

　 　　年　 　 　月

※正規の在学年数として換算した
　 10割の期間は除く

修学年数調整 採用前経験年月数経験年数
決定

×5/5

決定者印給　　　　　料

換算率10割の年数 規則第13条調整年月数

（　 　　÷3）

（　 　　÷3）

a,b,cの計

経
験
年
数
調
整

調整対象年数

×4/5

必要経験年数

換算年数

（　　　　）級

採用前経験年月数
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